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三重県建築士事務所協会の皆様、明けましておめでとうございます。 

貴協会におかれましては、設立以来長きにわたり、建築士事務所の業務の適正な運営と健全な

発展にご尽力をいただくとともに、建築主の想いを実現しながら良好な資産を形成し、建築文化

の発展に寄与していただいていることに心から敬意を表します。 

また、平素から本市の住まいに関する相談や耐震診断・耐震改修への支援、良好な景観形成や

空き家対策の推進に関する助言など多岐にわたりご協力をいただいているほか、広域的な社会

貢献活動にも熱心に取り組んでいただいておりますこと重ねて御礼申し上げます。 

さて、基礎自治体においては、昨今少子高齢化に伴う人口減少社会に直面する中、持続可能な

街づくりに向けた取り組みが求められていますが、本市は、今後30年以内に発生する確率が60％

～90％程度とされている南海トラフ地震の想定震源域にあり、防災・減災のための建築物の整備

は喫緊の課題でございます。コロナ禍以降大きく社会情勢が変化していく中で、市民の皆様に住

み続けたいと感じていただくとともに、本市が多くの方から「選ばれる自治体」となるためには

「住みやすさ」が重要な要素となります。市民の安全・安心な暮らしのため、防災の観点からも

貴協会の皆様方には引き続きのご協力をお願い申し上げます。 

本市では、令和６年４月にスタートした「鈴鹿市総合計画２０３１」のもと、まちづくり全体

の目標となる将来都市像を「ひとがつながり ＤＸで未来を拓く ＃最高に住みやすいまち鈴鹿」

とし、魅力あるまちづくり・未来へつなぐまちづくりを目指してまいります。 

今後も、貴協会の皆様がお持ちである知見と技術を大いに発揮していただきますよう期待申し

上げますとともに、午年らしく、力強く、目標に向かって突き進む一年となりますよう、貴協会

の益々のご発展と会員の皆様のご健勝ご活躍を祈念いたしまして、巻頭のあいさつといたしま

す。 

 

巻頭のあいさつ 

 
 
 

鈴鹿市長 末松  則子  
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新年のあいさつ 

 

一般社団法人 三重県建築士事務所協会 

会長  相原 清安 

 

 

令和８年の新春を皆様方と共に迎えるにあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

会員各位におかれましては、新年を健やかに迎えられましたことと心よりお慶び申し上

げます。 

日頃は、当協会の運営に会員・賛助会員・役員の皆様方の多大なるご支援・ご協力をい

ただいておりますこと心より厚くお礼申し上げます。 

AI の進化・開発は、我々の日常生活を便利に、ビジネスを効率的にし、DX 化促進

の影響を受けて経済や価値観にまで大きな影響をもたらし、AI を制するものが将来

的に覇権を握る状況と考えます。 

デジタル技術の飛躍的な進展により、コミュニケーションの取り方も多様化し、

先行きが不透明な不寛容社会の中で、我々は、将来に向かって、皆様と共に生き残り

をかけてノウハウを模索していかなければなりません。そのためには、危機感・当事

者意識・攻めの姿勢を持って本音での意見交換、忌憚のない議論を重ね、face to face

のコミュニケーションを構築していかなければならないと思っています。 

我々、（一社）三重県建築士事務所協会は、財政面で逆境に向かい合わざるを得ません。 

本年度の事業計画の中にも示させていただきました「夢なき者に理想なし、理想なき者

に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし。」

という吉田松陰の名言をもって、皆様方と共に、大いに夢をもって行動していきたいと思

います。 

従来の考えに頼らず、新しい発想を取り入れていく姿勢が必要になります。 

新規事業の発案をしていく中では、長期的な視野をもって持続的なものとなるよ

うな基本構想を図っていく必要もあります。 

2026 年丙午（ひのえうま）の年は、「勢いとエネルギーに満ちて、活動的になる」年、

「挑戦」「目標」「飛躍」などポジティブなイメージがあり、丙は「炎のように

燃え広がる火」、午も「真夏の火」を意味します。丙午は「火」と「午」の組み合わせか

ら、強いエネルギーを持つ年とされています。 

新しい年のスタートにあたり、困難を乗り越え、共に新たな成功を築き上げていきまし

ょう。 

当協会の維持・発展のためには、かっこ悪くても、埋火を消すことなく頑張っていきま

すが、何事も、会員の皆様方のお支えが無ければ成就不可能なのが現実です。 

今後も力を合わせ、変化を捉え、未来を拓く 1年としていきたいと思いますので、変わ

らないご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

本年も会員・賛助会員各位がご健康で、益々のご活躍、ご清栄でありますよう、また、

より佳き年となりますことを祈願いたしまして、新年のご挨拶に代えさせていただきます。 
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建築士事務所キャンペーン 

   三重県立伊賀白鳳高等学校 

三重県立伊勢工業高等学校 

三重県立津工業高等学校  
出前講座 

in 三重県立伊賀白鳳高等学校 

令和 7年 3月 13日 

 

広報・渉外委員会担当常任理事  重住 昌宏 

 

 伊賀白鳳高等学校建築デザイン科２年生を対象に出前講座を実施いた

しました。（建築士会主催の出前講座に参画）              

 予め、高校の担当の先生から『実務に関する話をしてほしい。』との求

めがあり、それに応じる形で、私の方では『個人建築設計事務所の日常』

と題して、建築士事務所が日頃、日常的に取り組んでいる業務を四つ（①

設計 ②監理 ③定期点検 ④耐震診断・補強計画）のカテゴリーに分け

て紹介しました。                          

 その後の生徒の皆さんからは、『防災につながる仕事も数多くあること

を知った』『一つの建物をつくるまでに様々な工程や検査があることがわ

かった』『地元の市民センターの設計の話が出て驚いた』などの感想をい

ただきました。                           

 私事ですが、伊賀白鳳高校の前身、上野工業高校は私の母校であり、あ

の頃の自分自身と対峙しているかのような時間は感慨深いものもありま

した。                               

 

出前講座 
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in 三重県立伊勢工業高等学校 

令和 7年 9月 18日 

 

広報・渉外委員会  猿木 崇之 

 

 伊勢工業高等学校建築科２年生（生徒出席者３０名）を対象に、出前講

座を実施しました。昨年に引き続き、一般社団法人三重県建築士会と合同

で開催し、６限目の前半１５分を当協会、後半３０分を一般社団法人三重

県建築士会が担当しました。                     

 当協会からは私と重住担当常任理事が出席し、「建築士の仕事」につい

て私が講義しました。建築士と建築家の違いや、建築士の種類、仕事内容、

やりがい等、パワーポイントを用いて説明しました。生徒の皆様は真剣に

聞き入っていた様子で、学校の授業以外にこのような講義を行うことによ

り、建築に対して生徒の意識も高まるのではないかと感じました。    

 講義終了後に質疑応答の時間を設けましたが、設計事務所では「建築模

型を製作するのですか」、「なぜ設計事務所を開設しましたか」、「独立はど

のような経緯を経て何歳くらいからするものですか」等、実務にあたり現

実的な内容の質疑が飛び交いました。生徒の皆様は自身の将来のことをし

っかりと考え、日々精進していることが伝わりました。今後も当協会とし

て、このような地域に貢献できる活動を継続していければと思います。  

 

 

 

 

 

 

出前講座 
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in 三重県立津工業高等学校 

令和 7年 10月 28日 

 

特別講師 日新設計株式会社  倉田 和彦 

（スタッフ：西尾、伊藤） 

三重大学４回生   杉本 蒼汰 

 

 今回、津工業高校の卒業生でもある日新設計㈱ 倉田氏に特別に講師を

お願いする形で恒例となっている津工業高等学校建設工学科への出前講

座に出向きました。                         

 冒頭、『建築士の仕事』について概要を説明した後、倉田氏によって自

社設計の建築作品の紹介、事例の一つである診療所の案件では設計から竣

工まで 14 か月を要した仕事の具体的な流れを説明、基本設計段階での紆

余曲折など CG も使った時系列での説明には特に生徒の皆さんも熱心に耳

を傾けていました。                         

 また、日頃、アルバイトとして業務に参画をされている三重大学在学中

の杉本氏より建築を志したきっかけや自作の椅子づくりにチャレンジし

たこと、コンペで最優秀賞を受賞された経験談など、現役の学生ならでは

のお話を楽しく聞かせてくれました。                 

 所定の出前講座が終わった後も、数名の生徒が残る形となり、日新設計

のスタッフも交えて建築談議が尽きない様子でした。          

            （文責）広報・渉外委員会担当常任理事  重住 昌宏  

 

 

 

 

出前講座 
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～旬を釣る～  

 

伊勢支部 島田祐希 

（富士一級建築士設計事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 各地区の行事を撮ろう 」  

           志摩支部 木下 悟 

（株式会社 環境開発） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道写真ということで景色を撮って出品しても誰でも撮れる景色

だと指摘され、人物を撮っても人の表情がないと酷評されました。

それなら祭りに参加している人物であれば表情も豊かで撮りやすい

と思い、地区の祭りを追いかけることにしたのですが観衆と同じと

ころにいて、前に出ることができませんでした。 

この写真は「だし」の通り道に陣どりシャッターを切り、自分で現

像しパネルにしたものです。 

出品したところ批評は表情が出ていないと言われたのですが、真冬

14 歳の少年が海に入り体を清め、侍の衣装で裸足で寒さをこらえて

行列の先頭を歩いている姿なので自分では満足いく作品だと思って

置いてあった一コマです。 

サークル仲間が亡くなり、フィルム製造が中止になるのを期にカ

メラを止めました。 

設計事務所を引退して、身体の続く限り昔撮った祭りを追いかけ

現在と比べた作品をつくりたいと考えております。                 

私の趣味は何だったのか。友人に写真をやらないかと誘われた。仕事上、施工記録写真、設計した完成写

真は撮っていたのでその延長でよいとのことでサークルに（日本報道写真連盟鳥羽分会）に入会しました。 

毎月 1回の例会がありそれぞれ自分の作品を持ち寄り批評し合う会でした。私の完成写真では例会に出せ

るものではなく落胆したことを憶えています。 

私の趣味は一年を通じて楽しんでいる船釣りです。季節

ごとに旬の魚を狙い、その日のうちに家族や仲間と食卓を

囲むのが何よりの喜びです。夏にはスルメイカ釣りに出か

け、船上で釣ったイカを開き、潮風に当てて作る「船上干

し」は格別の味わい。梅雨時期には脂ののったイサギを堪

能しました。秋になると、太刀魚やアオリイカが、冬にな

ると、ヒラメや鰤が旬を迎えます。今年もこれからの時期

を楽しみに出航の準備をしています。ちなみに昨年の夏は

二度遠征し、大物キハダマグロを狙いましたが結果は残念

…。それでも挑戦そのものが大きな楽しみであり、次の目

標や夢に繋がっていきます。海の上で四季を感じ、自然と

向き合う時間は、日々の仕事とはまた違った充実感を与え

てくれます。  

 

休 憩 室 

70㎝越えの真鯛です！ 
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                      委員長 田端 進也 

  

委員長 二井 誉史 

業務・技術委員会は会員相互の技術レベルの向上、専門知識の共有、最新技術の研究開発促進を目

的として協会内の業務の創出を探求しています。 

昨今の建築業界の中での課題の一つとして「空き家問題」・「震災復旧問題」があります。 

空き家問題に対し、「空き家ネットワークみえ」に参加し、県内各地でワンストップ空き家相談会

をはじめとする各種事業への取組に参加しています。 

また、震災復旧問題に対し「(仮)震後対策ソフト」の開発を進めて

います。これらは行政にも協力を求めて継続的に取り組んでいる最中

であります。 

今年度・昨年度の取組として、法改正に伴い下記の講習会を開催 

しました。 

「2025 年 4 月施行 改正に勝つ～建築基準法・省エネ法の申請 

実例講習」R7.4.23開催 

「建築物省エネ法講習(小規模非住宅建築物設計者用)」R7.9. 12開催 

今後も会員の皆様の業務に役立つ事が出来る委員会活動を継続で 

きるよう、委員会メンバー全員で取り組んで行きたいと思います。 

皆様、ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

 

「財務状況の改善と新規収益事業の創出」 

 総務・財務委員会の事業として、各規程の見直しとともに財務状況の改善と新規収益事業

の創出をテーマに委員会活動を行っています。 

 現在の建築士事務所の状況は、主たる一級建築士事務所の数が平成 18 年頃の 91,850 事務

所をピークに年々減少傾向にあり、現在は 70,725 事務所（令和 5 年時点）と約 3 割減って

います。また一級建築士の年齢構成においては、60 歳以上の割合が平成 20 年に 12％であ

ったのに対し、令和 6 年には 44％と 15 年あまりの間に急速に高齢化が進んでいる状況にあ

ります。 

 本協会においても会員数は減少傾向にあり、財務状況も大変厳しい状況にあるため、当委

員会としては、協会運営にあたる経費の削減が可能か検討を行い、運営に支障のない範囲で

経費の削減に努めています。また、削減だけでは永続的な運営に限界があるため、本協会で

可能な新たな収益事業の創出についても検討を行っております。組織の性質上なかなか難し

い部分はありますが、本協会と会員の皆様が安定的に収益を得られるような事業を確立でき

ればと考えております。 

委員会報告  
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私が中学生のとき、その当時のテレビ番組

で石坂浩二が主演のドラマで設計をする建築

士を演じていました。工事費の 10％の報酬が

得られると言われていまして、いい仕事だと

思いました。それからずっと設計者になるこ

とを目指していました。その願いは叶いまし

たが、昨今は建築関連法の改正が多く、なか

なか頭が付いて行きません。 

４号特例の扱いがあった木造建築物の申請

や構造規定の厳格化、省エネルギー法の範囲

拡大など。設計の手間が多くなっていますが、

設計費用をどう算出するか。それを請求でき

るのか。建築費の高騰と相まって施主の負担

も大きいでしょう。建築申請審査手数料の４

倍ほども省エネ審査料金がかかります。建築

費が高額になっているのに更に費用が嵩み、

設計費を値上げする雰囲気にないですし、さ

らに審査期間も長くなっているのかと思って

います。 

本年４月に木造デイサービスセンターで

50㎡ほどの増築建築申請を、ある特定行政庁

に申請しましたが、審査に６か月要しました。

行政も慣れない法改正で時間を要したことは

理解できますが、申請で補正をしたのは基礎

鉄筋にフックを付けることのみでした。 

こんなことでは、今後建設費の高騰の中、

建築物件はあるのか。審査の厳格化で、若い 

 

 

 

 

 

 

設計技術者は育つのか。そんなことをしてい

て建築事務所の経営は維持できるのか。この

後の設計業界に憂いを感じている昨今です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年上の同業者と初任給の話になった。 

同業者「今は初任給 30万近くあるみたいや

な～すごいな～」 

私「自分の時は 12万でしたよ～」 

同業者「俺は５万やったな～」 

・・・絶句である。 

20～30年前、建築(設計)業界は仕事を教え

てもらっているという考えの元、「きつい(精

神・肉体的)」「休息がない(サビ残・サビ徹当

然)」「給料が安い」の 3Kブラック企業が当た

り前の時代であった。 

そんな中でも、プロジェクトを一つ一つ経

験していく中で、達成感や自身の成長を感じ 

自ずと仕事に対する責任感が生まれてきたよ

うに思う。 

また、金欠なりに数少ない休みには思い切

り遊んでリフレッシュしていた。 

今、世の中が個々のワークライフバランス、

プライベートの権利を主張しすぎて、仕事に

対する責任感が希薄に感じる場面に遭遇する

ことがある。 

その反面、法改正・新基準・エビデンスの

提示・設計要求の多様化など業務に対する作

昨今の建築界 
 

鈴鹿支部  小久保 晃伸 

 

目 安 箱 

３Ｋから３Ｙへ 
 

松阪支部  大渡 誠一 
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業量は確実に増大している。 

最近、私の周りでも、スキルが高く責任感

を持って仕事に取り組んでいる人に、業務が

集中し過ぎてパンクし、業界を離れる姿を目

にすることが何度かあった。 

もちろん我々が経験したような修業時代は

明らかに間違っているが、壁にぶつかった時

に、逃げ道ばかりを作るのではなく、協力し

ながら挑戦し、壁を乗り越えた時に充実感が

得られ、その経験が信頼・繋がりを生むよう

な世の中であって欲しいと思う。 

今年度、弊社では、携わった公共コテージ

竣工、住宅が建築賞入選、企業事務所の竣工

式で感謝状贈呈など身に余りある有難い体験

をさせて頂いた。 

どのプロジェクトも数々の困難があったが、

周りの方々の支えのおかげで乗越えられ、自

身のスキルアップを実感できた。振り返ると

どの物件も貴重な経験だったと思う。 

私は、建築業は一朝一夕にて成果が表れる

ものではなく、困難なことも多いが、その分、

やり遂げた時の達成感はかけがえのない経験

が得られる職業であり、「夢がある」「やりが

いがある」「役に立つ(世の中に)」３Ｙの業種

であると確信している。 

そして、そのことを次世代に伝えていくこ

とが長年建築に携わってきた者の役割であり、

建築業界を持続可能なものにしていくのでは

ないかと考えている。 

※余談ではあるが、ある建築関連の総会にて

赤字予算にも関わらず忘年会にコンパニオン

を予算計上していたので、意見させて頂いた

が、大御所の方々に猛反発されてしまった。 

（これも夢があるということなのか！？ 奥

深いものである・・・。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60歳を過ぎて大学時代の友人との話は、定

年や再就職の話が多くなった。先日、人間ド

ックの結果説明を受けていた時、脳の MRI の

映像を見て、私が「近い将来ボケますかね」

と聞いたら、「仕事はしてるの？仕事してるう

ちは大丈夫だよ、仕事やめたらボケるよ。み

んなそうだけど、仕事でも、趣味でもいいか

ら、ずっと続けてるうちは大丈夫だよ」と言

われた。さて、いつまで仕事をすればいいの

だろうか。 

最近、AIとか DXとかいう言葉をよく聞く。

テレビを見ていたら、中国では人型ロボット

が 24 時間 365 日工場で働いて、バッテリー

が切れそうになると自分でバッテリーの充電

まで行うそうである。2015 年 12 月、野村総

合研究所とオックスフォード大学の共同研究

では、「AI の導入によって、日本の労働人口

のうち、49％の仕事が 10～20年以内になくな

る」と予測されている。もうその予測から 10

年になる。AIに奪われる可能性が高い仕事は

事務職、製造業、オペレーター、etc、基本的

にパターン化できる単純作業だと言われてい

るが、知識集約的産業の仕事、建築設計も例

外ではない。AIはビッグデータを収集、解析

し、クライアントの要望を踏まえいくつもの

案を瞬時に作り出すことが可能である。現在

AIにできないのは 0から創造することだけと

されている。人間は何をすればいいのだろう

か。 

40年近く前、大学を卒業して就職した会社

の設計部には、一人に一台ドラフターがあっ

た。3，4年後、設計部員全員にパソコンが配

られ図面もすべてが CAD 化された。その会社

近頃思うこと 
 

四日市支部  生川 昌毅 
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を辞めて久しいが、10年以上前、久々にその

会社の OB会なるものに出席した折、会社の現

状について説明された。内容は BIM に関する

内容だった。その頃すでにその会社では 10年

以上 BIM に取り組んでおり、企画、提案、設

計、積算、工事、そしてアフターケア、維持

管理をワンプラットフォーム化することを目

指し、一部実現していた。その頃は、大手や

大型プロジェクトで使うものと思っていたが、

最近は、いろいろな CADメーカーが BIM対応

品をだして、個人事務所でも使うようになっ

てきている。しかし、ある調査によると、建

築事務所の 78%が「BIMを導入したが期待した

効果が得られていない」と回答しており、そ

の原因は、BIMをただの 3Dモデリングツール

としてしか活用できていないことにあるとさ

れる。 

 それでも今後 AI技術は、これまで人の手に

頼ってきた業務を自動化し、精度や速度を大

幅に高められる力を持っており、要求に合わ

せて BIM 上で最適なプランを生成したり、AI

による設計自動化によって複数の案を瞬時に

比較することが可能で、デザイン検討の煩雑

になる問題が解消され、可視化や検証を繰り

返すことが容易になるというのです。 

まだボケずに仕事していくには、AI、BIM、

DXを毛嫌いせず、うまく付き合っていく必要

があるようである。まずは、その意欲とバイ

タリティを持ち続けたいと思う今日この頃で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

近年、建築業界においても高齢化や人材不

足などの問題が取り上げられる機会が多く、

衰退していく業界なのかと不安になることも

あります。国も建築士の確保に向けて受験資

格を緩和し、高校卒業と同時に二級建築士の

受験資格を得られるようにするなど対策は講

じていますが、受験者数全体でみるとやはり

減少傾向にあるようです。そうした中で先

日、第一生命保険株式会社が年に一度調査を

行っている「大人になったらなりたいもの」

の調査結果の発表があり、建築士が初めて小

学生男子で 10位に、中学生男子で７位にラ

ンクインしたそうです。要因は子どもたちの

間で人気の「マインクラフト」というゲーム

ソフトで街や建物を作ることを通じて建築に

興味を持った子どもが多いとのことです。こ

のような調査結果を目にすると、小さいうち

から身近に触れることで子どもたちに憧れら

れる職業でもあるのかと少しうれしい気持ち

にもなりました。 

上述のように、この先の技術者の確保にお

いて、今なりたい職業にランクインしている

状況を逃さないように、行政や業界をあげて

人材育成、人材確保に取り組んでいく必要が

あると思います。私案ではありますが、建築

士の多くの方が働きながら夜間や休日に勉強

し資格を取得され、かなり精神的にも肉体的

にもつらかったと思います。建築士になるた

めには机上の話だけではなく、実際の現場を

見て経験しなければいけないことも十分に理

解できますが、試験の内容は経験を問われる

ような内容ではないように思います。そこで

一級建築士、二級建築士ともに高校や大学在

学中に受験できるようにするのがいいのでは

ないかと考えます。より実務経験を要するよ

うに思う２級建築施工管理技士の第一次検定

は高校在学中に受験できるので、医師や看護

師等の医療系の資格と同様に在学中に国家試

験を受験できるような試験制度改革があって

もいいのではないかと思います。 

憧れを持った子どもたちが建築士を目指す

うえで諦めてしまわないような制度になるこ

とを願います。 

 次世代の人材育成について 
 

津支部  田端 進也 
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株式会社堀建設一級建築士事務所 

代表者  堀  圭三 （担当者 冨田 誠司） 

住 所  〒514-2211 三重県津市芸濃町椋本 3096番地 2 

ＴＥＬ  059-271-8091 

ＦＡＸ  059-271-8092 

藤原工業一級建築士事務所 

代表者  藤原 和彦 （担当者 藤原 和典） 

住 所  〒510-0854 三重県四日市市塩浜本町 3-45 

ＴＥＬ  059-345-3151 

ＦＡＸ  059-347-0795 

一級建築士事務所湯谷建築設計 

代表者  湯谷 絋介 

住 所  〒516-0073 三重県伊勢市吹上１－３－２２－２Ａ 

ＴＥＬ  0596-72-8211 

ＦＡＸ  0596-72-8211 

建築設計事務所ランタン 

代表者  山路 康之 

住 所  〒514-0054 三重県津市神納 416-2 

ＴＥＬ  059-261-6390 

ＦＡＸ  059-261-6390 
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「地域事務所の設計監理業務の実状」 

紀州支部は県南部に位置し、尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町の２市３

町からなる東紀州地域にあり、林業や漁業及び農業が盛んである地域です。 

令和７年現在、地域人口は 58,117人であるが近年の人口は過疎化に伴い減少して

おり、加えて少子化に伴う年少人口もかなり減少しています。さらに高齢化率も 65

歳以上で 40％を超えて、超高齢化社会を迎えています。 

地域産業については後継者の問題で、将来に不安を抱えているのが現状です。 

また、持ち家を含む住宅の着工戸数は令和７年１月～７月では地域全体で 50戸程

度、各市町で概ね 10戸程度です。その中でもハウスメーカーによる着工戸数が大部

分を占めており、地域の建設業に大きな影響を与えています。 

この状況の中で事務所の業務は大きく減少して、日々の生活への不安がありま

す。 

また、自身の高齢化に伴う仕事量も検討している状況です。 

平成 16年に世界遺産登録をされた「紀伊山地の霊場と参詣道」（熊野古道）が今

年で 20年を迎えますが、この地域にまたがる熊野古道については、各市町でいろい

ろな催しが行われており、内外からの参加者が増えており、地域の人たちとの交流

が明るいニュースになっています。 

今後の事務所の業務については、少子高齢化による影響がますます大きくなり、

事務所の存続を考えていかなければならない状況が予想されます。将来の不安を抱

えつつ、現在の業務を続けていけるのか日々考えさせられる毎日を送っています。 

 

 

 

 

広報・渉外委員会    

 委員 植松 顯哉  

視点・論点 
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管理者も利用者も
便利で安心のエレベーターへ。

管理業務をWebでもっとスムーズに
Webサービス
管理者が現地にいなくても、
Web からエレベーターの設
定変更が可能です。作業報
告書も Web で閲覧・保管で
きるため、報告書管理の手間
も省けます。

三菱機械室レス・エレベーター

運転を
停止
運転を
停止

地震
発生

乗客の有無と
安全装置が
正常に作動して
いることを確認

乗客の有無と
安全装置が
正常に作動して
いることを確認

自動
診断

約15分後
運転を再開

詳細はこちら

エレベーター利用者の安全を守る
地震対策
地震の際に利用者の安全を
守るために。地震時管制運転
で停止したエレベーターの
異常の有無を自動診断運転
で確認し、運転を再開する
『ELE-Quick』をはじめとする
地震対策を用意しました。

＊Webサービス、ELE-Quickは、保守契約のサービスです。

災害対策機能 保守メニュー

保守メニュー

エレベーター設計サポート
設計資料｜交通計算｜見積依頼｜CAD・BIMデータ

エレベーター ビル管理システムエスカレーター 入退室管理
システム

ネットワーク
カメラ

クラウド基盤 ロボット連携受変電設備空調・冷熱設備 照明設備

エレベーター以外のビル設備もおまかせください

中部支社　営業部　三重営業課   

〒510-0067 三重県四日市市浜田町4番20号四日市三交ビル内   ☎ 059-329-5458







株式会社トータル建築確認評価センター 
三重県知事指定確認検査機関 

国土交通省中部地方整備局長登録住宅性能評価機関 
 

□四日市センター 

〒510-0075 

四日市市安島 1丁目 2番 13号 

サミットビル４階 

（近鉄四日市駅 徒歩２分） 

TEL（059）350-8610 

FAX（059）350-8611 

 

 

 

 

 

□津センター 

〒514-0003 

津市桜橋二丁目 177 番地 2 

三重県建設産業会館１階 

（津市駅 徒歩７分） 

TEL（059）221-5770 

FAX（059）221-5771 

 

 

 

 

 

□伊勢センター 

〒514-0003 

伊勢市二俣一丁目 1番 24号 

スクウェアモリタ３階 

（渡会橋東詰より東へ 300m） 

TEL（0596）63-6580 

FAX（0596）63-6581 

 

ホームページアドレス http://www.total-kakunin.co.jp 

 

窓口受付時間：午前 9時～午後 12時  

午後 1時～午後 5時 

定休日：土・日・祝日及び夏期・年末年始 など 

http://www.total-kakunin.co.jp/


スマートなフーチング設計を実現

LBAR

⻄⽇本基礎営業部 名古屋基礎営業所
〒460-0003 愛知県名古屋市錦1丁目11番11号
名古屋インターシティ5階
TEL:052-212-2258 FAX:052-212-2248

仮想RC断面がアップし、定着筋本数の縮減が可能
⇒フーチング内の配筋が容易に!!

在来⼯法に⽐べて、定着⻑を⼩さくすることが可能!!
⇒フーチング高さを減らせます!!





w210*h148 mm





514-0009     

700 12F        

TEL 059-221-6201

2025

LINE





TOKAI CONCRETE INDUSTRIES CO. ,LTD.

        URL http://www.tcon.co.jp/   URL https://www.tcon.co.jp/

























　　　　　　

　ｴｺｼﾞｵ工法は
　　こちらから▶

ファイン・テック株式会社

四日市市の施工代理店

〒510-0101  三重県四日市市楠町小倉396-7

TEL:059-336-5525/FAX:059-336-5577

http://www.fintech-inc.co.jp

tel:059-336-5525/FAX:059-336-5577
tel:059-336-5525/FAX:059-336-5577
tel:059-336-5525/FAX:059-336-5577
http://www.fintech-inc.co.jp/
http://www.fintech-inc.co.jp/
http://www.fintech-inc.co.jp/
tel:059-336-5525/FAX:059-336-5577
http://www.fintech-inc.co.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報・渉外委員会 

担当常任理事  重住 昌宏 

委 員 長  林   満 

委 員  植松 顯哉 

委 員  猿木 崇之 

 

発行人  相原 清安 

編 集  広報・渉外委員会 

発行所  一般社団法人 三重県建築士事務所協会 

     〒514-0037 三重県津市東古河町８番 17号 

               システックビル４階 

     TEL：059-226-4416  FAX：059-224-9297 

     http://www.sekkei-mie.jp 

 

KENJIKYOMIE 
No.110 

 

令和８年１月発行 

編集のあとがき 

 

 会誌「建事協みえ」は、各委員会の活動の状況、各支部・会員の活動状況を

報告していただき、会誌に掲載しています。事務所協会の活動を身近に感じて

いただければ幸いです。会誌に寄稿していただいた方々をはじめ、発行に協力

していただいた多くの方々にお礼を申し上げます。 

広報・渉外委員会では、伊賀白鳳高校、伊勢工業高校、津工業高校で出前講

座を開催しました。 

 また、今回の 110号より紙発行から完全ＷＥＢ（データ）版での発行になり

ました。 

これからも会誌「建事協みえ」が会員の皆様の親睦、情報交換の場として役

立つように取り組んで行きたいと考えておりますので、今後ともご指導、ご協

力をお願いします。 

 

                 広報・渉外委員会 委員長  林 満 

 



一般社団法人一般社団法人

三重県建築士事務所協会三重県建築士事務所協会

熊野市文化交流センターは、平成21年10月に開館し、生涯学習活動や市民文化の向上に対する市
民ニーズに応え、歴史・自然・観光・産業等、熊野の魅力を情報発信し、市民や観光客が交流で
きる場として、音楽会や講演・展示等の事業のほか各種の貸館事業が行われています。
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所在地 三重県熊野市井戸町643番地2
敷地面積 3,953.25㎡
建築面積 2,259.15㎡  延床面積 2,854.94㎡
構造・規模 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨造）地上2階建
設計監理 株式会社 山下設計中部支社
施工者 五洋・川上組JV


